
 

し
た
足
跡
を
辿
っ
た
歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
・
フ
ィ
ル
ム
で
す
。 

 

こ
の
映
画
を
企
画
・
制
作
さ
れ
た
辛
基
秀
さ
ん

は
、
１
９
３
１
年
京
都
市
生
ま
れ
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
朝
鮮
通
信
使
を
研
究
さ
れ
た
方
で
、
主
な
著

書
に
『
朝
鮮
通
信
使
の
旅
日
記
』
等
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
作
品
に
は
、
辛
基
秀
さ
ん
の
「
近
代
以
前

に
平
和
な
文
化
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
が

あ
っ
た
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
再
認
識
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

１
９
８
０
年
度
の
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
２

位
に
入
賞
し
た
作
品
。
残
念
な
が
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
は

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
、

広
島
市
映
像
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
で
貸
し

出
し
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

◎
映
画
『
李
藝 

最
初
の
朝
鮮
通
信
使
』 

  

一
般
的
に
朝
鮮
通
信
使
は
江
戸
時
代
の
も
の

を
指
す
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
じ
つ
は
、
室
町
時

代
の
１
３
７
５
年
、
将
軍
足
利
義
満
か
ら
の
使
者

と
国
書
に
対
す
る
返
礼
と
し
て
、
朝
鮮
か
ら
信

（
よ
し
み
）
を
通
（
か
わ
）
す
使
者
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
15
世
紀
半
ば
か
ら

し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
安
土
桃
山
時

代
に
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
に
出
兵
す
る
か
否
か
を

確
認
す
る
た
め
、
秀
吉
に
向
け
て
も
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
よ
っ
て
、 

日
朝
間
が
国
交
断
絶
と
な
っ
た
た
め
に
中
断
さ

れ
、
そ
の
後
、
江
戸
幕
府
が
国
交
回
復
の
た
め
に

通
信
使
の
派
遣
を
打
診
し
た
こ
と
で
再
開
さ
れ

ま
し
た
。 

《
ス
ト
ー
リ
ー
》 

 

こ
の
映
画
は
、
今
か
ら
約
６
０
０
年
前
、
朝
鮮

半
島
か
ら
命
が
け
の
航
海
で
、
43
年
間
に
40
数

回
も
来
日
し
た
実
在
の
外
交
官
「
李
藝
（
り
げ
い

韓
国
語
読
み 

イ
・
イ
ェ
）
」
と
、
彼
が
礎
と
な 

◎
「
朝
鮮
通
信
使
」
世
界
記
憶
遺
産
へ
登
録
申
請 

  

日
本
と
韓
国
が
合
同
で
、
江
戸
時
代
に
朝
鮮
王

朝
が
日
本
に
送
っ
た
外
交
使
節
「
朝
鮮
通
信
使
」

の
関
連
資
料
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に

申
請
す
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。
資
料

は
外
交
文
書
、
絵
巻
な
ど
日
韓
合
わ
せ
１
１
１
件

３
３
３
点
で
、
２
０
１
７
年
の
登
録
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

世
界
記
憶
遺
産
へ
の
登
録
が
決
ま
れ
ば
、
朝
鮮

通
信
使
の
寄
港
地
と
し
て
知
ら
れ
る
上
関
も
注

目
を
浴
び
、
観
光
客
も
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
で
し
ょ
う
。 

 

◎
「
朝
鮮
通
信
使
」
に
関
す
る
映
画
２
本 

 

「
わ
い
わ
い
タ
イ
ム
ス
」
で
は
、
２
０
１
４
年

８
月
号
で
「
ま
ち
の
宝
物
」
と
し
て
朝
鮮
通
信
使

を
取
り
上
げ
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
朝
鮮
通
信
使
に
関
係
す
る
映
画
を
２
本
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
つ
は
、
１
９
７
９
年
に
公
開
さ
れ
た
『
江
戸

時
代
の
朝
鮮
通
信
使
』
《
企
画
・
制
作 

辛
基
秀( 

シ
ン
・
ギ
ス
）
、
監
督 

滝
沢
林
三
》
、
も
う
一

つ
は
２
０
１
３
年
に
公
開
さ
れ
た
『
李
藝
（
り
げ

い
） 

最
初
の
朝
鮮
通
信
使
』
《
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー 

益
田
祐
美
子
、
監
督 

乾
弘
明
》
で
す
。 

 

◎
映
画
『
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
』 

  

江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
的
意
義
と

華
や
か
な
文
化
交
流
の
史
実
に
映
画
史
上
初
め

て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
対
馬
か
ら
大
阪
を
経
て
江

戸
に
至
る
ま
で
、
当
時
の
記
録
や
絵
巻
、
ゆ
か
り

の
地
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
朝
鮮
通
信
使
の
往
復

         

っ
て
江
戸
時
代
に
花
開
い
た
「
朝
鮮
通
信
使
」
の

軌
跡
を
た
ど
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。 

地
方
の
小
役
人
だ
っ
た
李
藝
は
、
世
宗(

セ
ジ
ョ

ン)

大
王
の
信
頼
厚
い
外
交
官
と
な
り
、
室
町
幕

府
・
足
利
将
軍
に
謁
見
す
る
た
め
京
都
ま
で
出
向

き
ま
し
た
。
し
か
し
李
藝
に
は
、
８
歳
の
頃
に
母

を
倭
寇
に
拉
致
さ
れ
る
と
い
う
悲
し
い
過
去
が
あ

り
ま
し
た
。
少
年
の
心
に
強
く
芽
生
え
た
で
あ
ろ

う
憎
し
み
の
情
を
、
ど
の
よ
う
に
友
愛
の
情
に
変

え
て
日
朝
の
友
好
に
人
生
を
か
け
た
の
で
し
ょ
う

か
。 韓

国
人
俳
優
ユ
ン
・
テ
ヨ
ン
が
、
か
す
か
に
残

さ
れ
た
李
藝
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
釡
山
（
プ
サ
ン
）

か
ら
京
都
ま
で
を
旅
し
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

今
は
さ
び
れ
た
瀬
戸
内
の
小
さ
な
港
町
に
は
、
朝

鮮
通
信
使
を
も
て
な
し
た
交
流
の
歴
史
が
、
現
在

も
な
お
大
切
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
し
た
。 

同
じ
頃
、
駐
日
韓
国
大
使
館
主
催
、
朝
鮮
通
信

使
の
軌
跡
を
辿
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
ポ
ー
タ
ー
の
旅
に
参

加
し
た
日
本
の
大
学
生
た
ち
は
、
韓
国
で
、
知
ら

な
か
っ
た
日
韓
の
歴
史
に
触
れ
ま
す
。
日
本
と
韓

国
、
た
く
さ
ん
の
共
通
点
も
あ
れ
ば
、
避
け
ら
れ

な
い
問
題
も
…
。
新
し
い
世
代
の
若
者
た
ち
は
、

ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？ 

旅
を
通
し
て
見
え
て
き
た
の
は
、
い
つ
の
時
代

も
変
わ
ら
な
い
、
目
の
前
の
相
手
と
心
を
通
わ
せ

た
い
と
願
う
人
々
の
姿
…
。 

 

日
本
人
と
韓
国
人
が
共
に
前
へ
進
む
た
め
に
、

◎
「
わ
い
わ
い
タ
イ
ム
ス
」
５
月
号
は
５
月
１
日
（
日
）

発
行
予
定
で
す
。 

 

● 

今
だ
か
ら
こ
そ
挑
む
、
渾
身
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

で
す
。 

《
出
演
者
の
紹
介
》 

・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー 

ユ
ン
・
テ
ヨ
ン
さ
ん 

韓
国
人
俳
優
。
２
０
０
７
年
の
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ド
ラ

マ
『
太
王
四
神
記
』
で
、
ペ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
さ

ん
が
演
じ
る
主
人
公
タ
ム
ド
ク
と
敵
対
す
る

ヨ
ン
・
ホ
ゲ
役
を
好
演
、
痛
み
と
闇
を
抱
い
た

英
雄
の
姿
を
見
せ
る
役
ど
こ
ろ
で
、
日
本
で
も

人
気
に
火
が
つ
き
ま
し
た
。 

・
ナ
レ
ー
タ
ー 

小
宮
悦
子
さ
ん 

 

フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
。
１
９
８
５
年
ス
タ
ー

ト
の
テ
レ
ビ
朝
日
『
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
』
で
サ
ブ
キ
ャ
ス
タ
ー
を
13
年
間
務
め
、
久

米
宏
さ
ん
と
の
コ
ン
ビ
で
視
聴
者
の
支
持
を

集
め
ま
し
た
。 

《
李
藝
に
つ
い
て
》 

朝
鮮
王
朝
前
期
の
官
人
で
外
交
官
。
も
と
蔚
山

（
ウ
ル
サ
ン
）
郡
の
役
人
で
、
足
利
将
軍
と
の
交
渉

と
倭
寇
対
策
な
ど
の
功
績
が
あ
り
、
世
宗
大
王
の
信

頼
が
厚
く
、
高
い
官
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
８
歳
の

時
に
母
が
倭
寇
に
連
れ
去
ら
れ
、
生
涯
を
通
じ
て
捜

し
て
い
ま
し
た
。 

 

通
信
使
・
回
礼
使
な
ど
で
京
都
（
４
回
）
・
対
馬
・

壱
岐
・
九
州
・
琉
球
へ
使
行
す
る
こ
と
40
数
回
。

朝
鮮
通
信
使
の
さ
き
が
け
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。 

《
公
式
サ
イ
ト
》 

 
h
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こ
の
映
画
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
発
売 

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
月 

に
は
上
関
町
内
で
も
上
映
会
が 

計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の 

で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ 

さ
い
。 

映
画
で
観
る
「
朝
鮮
通
信
使
」 


